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るためには、化合物の正確な構造を知る必要がある。実験的に VH0.5と VH は体心正方格子に近い
構造を取ると推定されており、水素サイトは四面体(T)と八面体(O)サイトが候補として挙げられて
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要旨公開可能日： 平成２９年 ３月 ２３日以降 
 
